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平
成
19
年
３
月
31
日
に
宇
都
宮
市
に
合
併
し
た
旧
河
内
町
・
上
河
内
町
。
白
沢
宿
や

羽
黒
山
神
社
、
梵
天
の
湯
な
ど
、
他
地
域
の
人
に
も
な
じ
み
の
あ
る
地
名
や
施
設
な
ど

が
あ
る
エ
リ
ア
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
地
域
の
話
題
や
お
勧
め
施
設
な
ど
を
取

り
上
げ
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
に
、
旧
河
内
町
・
上
河
内
町
の

デ
ー
タ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
は
、
こ
の
２
町
が
合
併
し
た
こ
と
に

よ
り
、
人
口
が
北
関
東
で
初
め
て
50
万
人
を
超
え

ま
し
た
。世
帯
数
も
19
万
６
７
３
２
世
帯
と
な
り
、

人
口
・
世
帯
数
と
も
、
栃
木
県
全
体
の
約
４
分
の

１
を
占
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

旧
河
内
町
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
奥
州
街
道

が
整
備
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
白
沢
宿
が
置
か
れ
た

こ
と
か
ら
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
を

通
じ
て
、
宇
都
宮
の
北
の
玄
関
と
し
て
機
能
し
て

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
往
時
の
白
沢
宿
の
雰
囲
気
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
、
ま
ち
な
み
の
整
備
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
白
沢
宿
の
七
福
神
め
ぐ
り
は
、
観

光
で
訪
れ
た
人
の
定
番
に
も
な
って
い
ま
す
。

　

旧
上
河
内
町
は
、
羽
黒
山
神
社
を
中
心
と
し

た
信
仰
の
地
と
い
う
側
面
と
、
地
域
の
食
を
支

え
る
農
村
地
帯
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
で
も
、
南
の
田
原
や
北
の
宮
山
田
近

辺
に
神
社
や
史
跡
が
残
って
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
経
済
団
体
で
あ
る
う
つ
の
み
や
市

商
工
会
（
半
田
政
夫
会
長
）
の
中
荒
井
博
事
務

局
長
は
、「
旧
河
内
町
地
域
は
、
合
併
前
か
ら

宇
都
宮
市
の
ベッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
役
割
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
上
河
内
町
地
域
も
、

近
年
は
宅
地
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
ち
ら

も
商
店
街
は
あ
り
ま
せ
の
で
、
個
々
の
商
店
が
果

た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」
と
は
い
え
、

今
後
、
宅
地
開
発
が
進
め
ば
大
型
商
業
施
設
の

進
出
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
工
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
内
に
河
内
工

業
団
地
と
白
沢
工
業
団
地
が
あ
り
ま
す
。

　
「
中
岡
本
町
の
河
内
工
業
団
地
は
、
誘
致
し

た
大
企
業
中
心
で
す
。
一
方
で
白
沢
町
に
あ
る

白
沢
工
業
団
地
は
、
地
元
企
業
が
中
心
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
カ
ラ
ー
が
違
い
ま
す
ね
」

　

ち
な
み
に
河
内
工
業
団
地
の
分
譲
は
昭
和
36

年
〜
42
年
、
白
沢
工
業
団
地
の
分
譲
は
昭
和
58

年
〜
62
年
で
す
。

　

白
沢
工
業
団
地
は
、
会
員
み
ず
か
ら
が
協
同

組
合
を
設
立
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
入
居

企
業
も
地
域
の
工
場
が
移
転
し
た
ケ
ー
ス
が
多
い

そ
う
で
す
。

　

地
域
の
産
業
は
、
合
併
に
よ
る
影
響
は
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
現
時
点
で
は
、
合
併
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響

は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
、
地
域
全
体
が

宇
都
宮
市
に
向
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
行
政
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
業
種
以

外
は
、
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
経
済
環
境
も
大
き
く
変
化
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
か
ら
、
商
工
会
と
し
て
は
会
員
の
き
め

細
か
な
バッ
ク
ア
ッ
プ
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
中
荒
井
事
務
局
長
。

　

こ
の
地
域
の
出
身
者
に
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
の

鮫
島
彩
選
手
や
井
上
香
織
選
手
な
ど
が
有
名
で

す
。旧
河
内
町
は
昭
和
40
年
代
半
ば
か
ら「
ス
ポ
ー

ツ
の
町
宣
言
」
を
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
努
め

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
功
を
奏
し
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
を
輩
出
す
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

旧
河
内
町
・
上
河
内
町
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
は
充
実
し
て
い
ま
す
。
特
に
白
沢
町
に
あ
る
河

内
総
合
運
動
公
園
に
は
、
温
水
プ
ー
ル
「
ド
リ
ー

ム
プ
ー
ル
か
わ
ち
」
が
あ
り
ま
す
。
流
水
プ
ー
ル

や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
を
備
え
、
一
年
中

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
気
施
設
で
す
。
ま
た

河
内
体
育
館
も
、
交
通
の
利
便
が
よ
い
こ
と
も
あ

り
、
年
間
を
通
じ
て
予
約
が
入
っ
て
い
ま
す
。
上

河
内
運
動
場
庭
球
場
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
も
、
合

併
後
利
用
者
が
増
え
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

中
荒
井
事
務
局
長
は
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
も
と

も
と
稼
働
率
が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
合
併
後
は

人
気
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。
市
内
全
域
か

ら
利
用
客
が
来
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

　
「
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

梵
天
の
湯
は
人
気
が
高
い
で
す
ね
」

　

平
成
14
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ほ
た
る
の
里　

梵
天
の
湯
」
は
、
温
泉
施
設
と
農
林
業
交
流
施

設
か
ら
な
る
木
造
平
屋
建
て
の
複
合
施
設
で
す
。

大
露
天
風
呂
や
砂
風
呂
、
寝
湯
、
サ
ウ
ナ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の
入
浴
が
楽
し
め
る
こ
と

も
あ
り
、
市
内
だ
け
で
な
く
県
内
全
域
か
ら
人

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
観
光
施
設
の
利
用

者
の
増
加
は
、
商
業
的
な
効
果
も
期
待
で
き
そ

う
で
す
。

　
「
６
月
か
ら
10
月
末
ま
で
、
観
光
や
な
も
営
業

を
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
人
気
が
高
い
で
す
よ
。

観
光
バ
ス
が
立
ち
寄
り
、
子
ど
も
た
ち
が
つ
か
み

ど
り
に
興
じ
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
」

　

８
月
最
終
土
曜
日
に
は
、
梵
天
の
湯
で
サ
マ
ー

フェス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
毎
年
、
40
分
間
連
続
で
合
計
５
千
発
も
の
花

火
を
打
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
最
後
の
大
イ

ベ
ン
ト
で
す
」

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
う
一
つ
大
き
な
も
の
が

「
ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
」
で
す
。

　
「
昨
年
は
河
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
中
岡
本

運
動
場
で
11
月
10
日
に
開
催
し
、
１
万
３
５
０
０

人
が
訪
れ
ま
し
た
。
商
工
会
の
各
部
会
が
中
心

に
な
っ
て
、
金
魚
す
く
い
や
模
擬
上
棟
式
な
ど
、

うつのみや市商工会  本所／宇都宮市中岡本町3225-5　☎６７３-１８３０　　上河内支所／宇都宮市中里町202-6　☎６７４-３１０１

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
、
楽
し
み
な
が
ら
地

域
の
企
業
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
地
域
の
祭
り
と
し
て
は
羽
黒

山
神
社
の
「
梵
天
祭
」
が
有
名
で
す
。

３
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
由
緒
あ
る
祭

り
で
す
。

　
「
こ
う
し
た
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

は
、
今
後
も
大
切
に
守
り
育
て
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

奥
州
街
道
、
羽
黒
街
道
と
いっ
た
江

戸
時
代
の
街
道
と
と
も
に
育
っ
た
旧
河

内
町
・
上
河
内
町
エ
リ
ア
。
今
後
も
地

域
文
化
を
守
り
つ
つ
、
発
展
し
て
行
く

で
し
ょ
う
。

写真上／１万３５００人が訪れた「ふるさと産業まつり」
写真下／羽黒山神社で行われる「梵天祭」（今里町）

写真左／いまでも信仰を集める羽黒山神社（今里町）　写真右／まちなみが整備された白沢宿（白沢町）

人気の温泉施設「梵天の湯」（今里町）

特色ある歴史と産業に出会う 旧河内町・上河内町特集1　旧河内町・上河内町紹介／

K Y U - K AWA C H I  +  K A M I K AWA C H I

特
色
あ
る
歴
史
と

産
業
に
出
会
う
　

旧
河
内
町
・
上
河
内
町

地
域
の
見
ど
こ
ろ・イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
！

特集1／旧河内町・上河内町紹介

うつのみや市商工会事務局長　中荒井博氏

ス
ポ
ー
ツ・健
康
施
設
の
充
実
、

人
気
イ
ベ
ン
ト
も

江
戸
時
代
か
ら
の

歴
史
あ
る
ま
ち
な
み

宇
都
宮
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
役
割
も

旧
河内町

旧
上河内町

面　積 ／ 約 48km2

人　口 ／ 約３万５千人
町の木 ／ ツゲ
町の花 ／ サギソウ

面　積 ／ 約 57km2

人　口 ／ 約９千５００人
町の木 ／ ユズ
町の花 ／ ヤマツツジ
※数字はいずれも合併当時のものです。
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白沢宿は、江戸時代初期に奥州街道に設
けられました。宇都宮宿の次の宿駅です。
江戸から約30里に位置しています。天保
時代の「奥州道中宿村大概帳」によれば、
家数71軒、うち本陣１軒、脇本陣１軒、
旅籠13軒、人口３６９人だったそうです。
地域には七福神もあり、多くの人に親しま
れています。平成24年に宇都宮市の景観
形成重点地区に指定されました。

逆面町の白
は く さ ん じ ん じ ゃ

山神社に伝わる獅子舞です。同神社の
縁起は未詳ですが、石川県の白山神社を分霊したと
も伝えられています。天下一関白流逆面の獅子舞は、
毎年８月15日と次の日曜日の正午過ぎ頃から奉納され
るもので、江戸時代初期に始まったと伝えられている、
格式の高い獅子舞です。

平成14年７月にオープンした「ほた
るの里　梵

ぼ ん て ん

天の湯」は、温泉施
設と農林業交流施設からなる木
造平屋建ての複合施設です。露
天風呂やジェットバス、寝湯、サ
ウナ、砂風呂、家族風呂などが
あります。

宇都宮市今里町18-４
☎６７４ -８９６３

羽黒山山頂にある「羽黒山神社」は、
稲
がのみたまのみこと

倉魂命を祀っています。創建につい
ては諸説ありますが、康平年中（1058
年から1065年）に、藤原宗円が宇都宮
城の築城に際し勧請されたものと伝えら
れています。江戸時代から伝わる秋の
例祭「梵

ぼ ん て ん

天祭」は、晩秋の風物詩となっ

ています。

宇都宮市今里町1444
☎６７４ -３４７９

河内総合運動公園内にある温水プール
です。1年を通して営業しています。水温
30度の25メートルプールや、ウォータース
ライダー、流水プールなど、子どもから大
人まで楽しめる施設です。

宇都宮市白沢町１７９１-３
（河内総合運動公園内） ☎６７３-０２１２

白山神社近く、逆
さ か づ ら

面町にあった井戸の跡です。奈良時代、下野
薬師寺に配流された弓

ゆ げ の

削道
どうきょう

鏡がここを訪れた時、古井戸を見つけ
て水を飲もうとしたところ、自分の顔が逆さに映ったので「逆面」とい
う地名になったと伝えられています。後に、宇都宮氏家臣の逆面氏
が、白山神社裏に逆面城を築きました。

旧上河内町の氏家大橋にある観光やなは、６月
９日から10月31日までの営業となります（やな設
置は８月１日から）。他に岡本にも観光やながあり、
こちらも人気です。

氏家大橋 観光やな
宇都宮市下小倉町1304　 ☎６７４-２１４１
岡本 観光やな
宇都宮市東岡本町200　☎６７３-２０３１

見どころ満載の旧河内町・上河
内町。その中から７カ所を選ん
でご紹介します。ぜひ家族や友
人と訪れてみてください。

観光やな

ドリームプールかわち

羽黒山神社

ほたるの里
梵天の湯

天
て ん か

下一
い ち

関
か ん ぱ く

白流
りゅう

逆
さ か づ ら

面
の獅子舞

白沢宿

逆
さかさ

井
い ど

戸

01.

03.

04.

05.

06.

07.

02.

地図で見る旧河内町・上河内町ガイド

K Y U - K A W A C H I + K A M I K A W A C H I

G U I D E  M A P

特集1　旧河内町・上河内町紹介／

K Y U - K AWA C H I  +  K A M I K AWA C H I

「
梵
天
の
湯
」だ
け
じ
ゃ
な
い
！　

ぜ
ひ
回
っ
て
欲
し
い
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

地
図
で
見
る

旧
河
内
町・上
河
内
町
ガ
イ
ド

特集1／旧河内町・上河内町紹介
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〈写真／｢『うつのみや歴史探訪』塙静夫｣より〉

〈写真／｢『うつのみや歴史探訪』塙静夫｣より〉 〈写真／｢『うつのみや歴史探訪』塙静夫｣より〉

〈写真／｢『うつのみや歴史探訪』塙静夫｣より〉
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上
野　
「
も
っ
た
い
な
い
」
は
、
も
と
も
と
ケ
ニ
ア

の
環
境
活
動
家
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
さ

れ
た
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
博
士
（
１
９
４
０
〜

２
０
１
１
）
が
提
唱
さ
れ
た
言
葉
で
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
は
「
地
球
上
に
あ

る
す
べ
て
の
も
の
に
尊
敬
と
感
謝
（
リ
ス
ペ
ク
ト
）

の
気
持
ち
を
も
ち
、
ひ
と
や
も
の
を
大
切
に
す
る

こ
こ
ろ
」
で
す
。
こ
の
考
え
方
が
、
市
民
の
日
常

生
活
や
事
業
活
動
の
中
で
行
動
に
結
び
つ
く
よ
う

に
、
市
と
「
宇
都
宮
市
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民

会
議
」
が
一
体
と
な
って
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

上
野　
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
博
士
は
ケ
ニ
ア
共
和

国
元
環
境
副
大
臣
で
、
平
成
16
年
に
環
境
分
野

の
活
動
家
と
し
て
は
史
上
初
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
に
来
日
し
た

時
に
出
会
っ
た
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
に

深
い
感
銘
を
受
け
、
こ
の
美
し
い
日
本
語
を
、
環

境
を
守
る
世
界
共
通
語
「M

O
T
T
A
IN
A
I

」

と
し
て
広
め
る
こ
と
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
第
２
回
も
っ
た
い
な
い
全
国
大
会
」
で
宇
都

宮
市
に
訪
れ
、
小
学
生
た
ち
と
植
樹
活
動
を
行

う
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
宇
都
宮

市
で
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
を
広
め
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

上
野　

会
議
は
平
成
21
年
３
月
27
日
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
市
民
団
体
や
事
業
者
、
教

育
関
係
者
、行
政
な
ど
30
団
体
が
メ
ン
バ
ー
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
「
も
っ
た
い
な
い
フ
ェ
ア
宇
都
宮
２
０
０
９
」
の

開
催
（
現
在
も
継
続
実
施
）

◎
「
も
っ
た
い
な
い
の
約
束
」、「
も
っ
た
い
な
い
の
日
、

月
間
」
の
作
成
・
公
表

◎
「
賛
同
者
登
録
制
度
」
の
創
設

◎
も
っ
た
い
な
い
川
柳
、
ポ
ス
タ
ー
（
絵
画
）
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
始
（
平
成
24
年
度
ま
で
実
施
）

◎
市
民
会
議
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
開
設

◎
「
も
っ
た
い
な
い
節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
夏
お
よ

び
冬
）」
の
実
施
（
現
在
も
継
続
実
施
）

◎
「
も
っ
た
い
な
い
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
の
実
施

◎
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
博
士
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン

ト
の
実
施

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
普
及
啓
発

事
業
を
行
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
「
勿
体
無
愉
快
だ
宇
都
宮
」
の
ロ
ゴ
も

作
成
し
、
昨
年
９
月
の
「
も
っ
た
い
な
い
フ
ェア
」

で
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

上
野　

４
月
か
ら
、
運
動
に
賛
同
し
て
く
だ
さ

る
方
の
「
賛
同
者
登
録
者
募
集
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
６
月
に
は「
も
っ
た
い
な
い
夏
の
節
電
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
新
企
画
と
な
る

｢

も
っ
た
い
な
い
4
コ
マ
ま
ん
が｣

の

募
集
も
行
い
ま
す
。
後
で
説
明
し

ま
す
が
、
今
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
、企
業
訪
問
も
開
始
し
ま
す
。

　

７
月
以
降
は
、

◎
７
月
１
日　

も
っ
た
い
な
い
運
動

認
知
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
オ

リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
）

◎
９
月　

も
っ
た
い
な
い
月
間
ス

タ
ー
ト

◎
９
月
29
日　

も
っ
た
い
な
い
フ
ェ

ア
（
も
っ
た
い
な
い
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
、

も
っ
た
い
な
い
4
コ
マ
ま
ん
が
表

彰
式
）（
宇
都
宮
城
址
公
園
）

◎
12
月　

も
っ
た
い
な
い
冬
の
節

電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
し
て
運
動
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
予
定
で

す
。

上
野　

こ
れ
ま
で
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
が
、
企
業
へ
の
浸
透
を
さ
ら
に

す
す
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
例
え
ば
企
業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
名
刺
、
チ
ラ

シ
な
ど
に
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
推
進
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」

を
入
れ
て
啓
発
活
動
を
助
け
て
い
た
だ
い
た
り
、

電
気
ス
イ
ッ
チ
に
ロ
ゴ
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
従
業
員
の

意
識
づ
け
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
を
、
企
業
を
訪

問
し
て
お
願
い
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ご
み
の
分
別
」「
マ
イ
は
し
・マ
イ
バッ

グ
の
使
用
」「
公
共
交
通
機
関
の
積
極
的
な
活

用
」
な
ど
も
お
願
い
し
、企
業
活
動
全
体
で
「
も
っ

た
い
な
い
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

思
って
い
ま
す
。

上
野　
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
は
、

と
て
も
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
実
践
す
る
の
は

意
外
に
難
し
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の

活
動
で
は
、
当
た
り
前
の
は
ず
の
「
も
っ

た
い
な
い
」
を
、
意
識
し
て
行
な
う
こ

と
で
、
企
業
力
ア
ッ
プ
・
市
民
力
ア
ッ
プ
・

地
域
力
ア
ッ
プ
に
結
び
つ
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
で
は
「
お
も
て
な
し
」
も

重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、「
お

も
て
な
し
」
の
心
が
あ
る
か
ら
こ
そ

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
気
持
ち
が
生
ま
れ

る
の
で
し
ょ
う
。
人
を
大
切
に
思
う
か

ら
こ
そ
、
も
っ
た
い
な
い
と
考
え
る
気
持

ち
が
重
要
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
「
も
っ

た
い
な
い
」
は
、
節
約
な
ど
と
い
う
実

務
的
な
面
だ
け
で
な
く
、「
人
を
大
切

に
す
る
」
と
い
う
意
味
で
も
、
企
業
に

と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
考
え
方
だ
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
、
運
動
を

ご
支
援
く
だ
さ
い
！

　宇都宮市民の間に、すっかり定着した「もったいない運動」。その活動を推
進しているのが、官民一体となった組織「宇都宮市もったいない運動市民会議」
です。今年から、企業に向けてのアピールにも力をいれていくとのこと。そこで、
上野勝弘会長（上陽工業㈱代表取締役）に話をうかがいました。

「
宇
都
宮
市
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会
議
」

～ 

市
民
・事
業
所
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
推
進 

～

「

も
っ
た
い
な
い
」
精
神
で
、

 

企
業
力
・
市
民
力
ア
ッ
プ
を
！

特集 2 ／もったいない運動

「もったいないの約束」

「もったいない
フェア２０１２」

の様子

宇都宮市もったいない運動市民会議
会長  上野勝弘氏

「もったいない」精神で、企業力・市民力アップを！特集2　もったいない運動／

毎月1日は ｢もったいないの日｣
月の初めに、先月までの行動を振り返り、
当月の行動・実践につなげましょう。

問合せ／宇都宮市もたいない運動市民会議事務局（宇都宮市環境政策課内）　☎632-2409

—
マ
ー
タ
イ
博
士
は
ど
ん
な
方
だ
っ
た
の

で
す
か
？

—

今
年
は
ど
ん
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
か
？

—

最
後
に
、
上
野
会
長
の
抱
負
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

—

今
年
か
ら
始
め
る
企
業
訪
問
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

—

「
宇
都
宮
市
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会

議
」
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

—

宇
都
宮
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
「
も
っ

た
い
な
い
運
動
」
や
、
そ
れ
を
推
進
す
る
「
宇

都
宮
市
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会
議
」
は
、

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

ロゴマークのシール、ステッカーやエコバック
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女
性
部
で
は
、
女
性
経
営
者
お

よ
び
女
性
管
理
者
の
資
質
の
向
上

と
商
工
業
の
振
興
を
図
る
ほ
か
、
会

員
相
互
の
親
睦
と
連
携
を
目
的
に
、

各
種
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
会
員
同
士

が
よ
り
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

「
会
員
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」を
企
画
し

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
会
員
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」と
は
、
数

人
の
発
表
者
が
女
性
部
活
動
に
関

す
る
こ
と
や
ご
自
身
の
事
業
お
よ

び
業
界
の
こ
と
な
ど
を
、
自
由
に
お

話
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
「
会
員
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」を
行
っ
て

み
ま
す
と
、
普
段
一
緒
に
活
動
を
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
た
な
情

報
や
お
話
し
さ
れ
る
方
の
人
な
り

が
分
か
り
ま
し
た
。
申
す
ま
で
も

な
く
会
員
の
事
業
内
容
は
そ
れ
ぞ

れ
違
い
ま
す
が
、
女
性
目
線
で
の
意

見
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

細
や
か
な
心
遣
い
と
た
く
ま
し
さ

　

第
31
回
通
常
総
会
を
４
月
24
日

（
水
）、
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。

本
年
度
は「
日
本
商
工
会
議
所
青
年

部
第
33
回
全
国
大
会
と
ち
ぎ
宇
都

宮
大
会
」の
開
催
を
控
え
、
多
く
の

メ
ン
バ
ー
が
集
い
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
事
業
報
告
な
ら

は
、
現
況
を
乗
り
切
り
好
転
さ
せ

る
大
き
な
力
で
す
。
参
加
す
る
こ

と
で
得
た
も
の
は
、
大
切
な
財
産

と
し
て
自
分
の
中
に
積
み
重
な
っ
て

い
き
ま
す
。
今
年
度
は
５
回
開
催
を

目
標
と
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

４
月
に
開
催
し
た
今
年
度
第
１

回
目
の
会
員
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、

女
性
部
活
動
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
た
く
さ
ん
の
意
見
交
換
が
で

き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
る
方
が
本
当

に
望
ま
れ
る
よ
う
な
研
修
会
や
講

演
会
、
日
常
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を

解
消
で
き
る
よ
う
な
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
も
、
今
年
度
は
盛
り
込
ん
で
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
女
性
部
に
入
会
さ
れ
て
い
な

い
女
性
経
営
者
の
方
も
、
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
理
事
・
総
務
委
員
会
委
員
長

　

奥
脇
美
枝
）

び
に
決
算
報
告
、
役
員
改

選
の
議
案
が
続
き
、
さ
ら

に
平
成
25
年
度
の
事
業
計

画
案
な
ら
び
に
予
算
案
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
長
職
を
降
り
た
伴
直

前
会
長
か
ら
、
選
出
さ
れ

た
児
玉
新
会
長
が
紹
介
さ

れ
、
児
玉
新
会
長
の
あ
ら

た
な
る
決
意
を
込
め
た
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「『
相
互
協
力
』と『
自
助

努
力
』で
自
分
の
器
を
広

げ
経
営
力
を
高
め
よ
う　

～
貢
献
・
鍛
錬
・
友
情
～
」

と
い
う
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
本
年
度
全
国

大
会
を
迎
え
る
青
年
部
メ
ン
バ
ー

が
、
児
玉
新
会
長
を
中
心
に
一
致

団
結
し
、
大
会
の
成
功
と
い
う
大

き
な
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る

た
め
の
原
動
力
と
な
る
総
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
総
務
広
報
委
員
会　

委
員
長　

磯
野
浩
久
）

会
員
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
開
催

第
31
回
通
常
総
会
を
開
催

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

議
員
職
務
執
行
者
が
変
更
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
ミ
ヤ・ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
１
３
」広
告
協
賛
お
よ
び

ア
マ
チ
ュ
ア
出
演
バ
ン
ド
募
集

帳
簿
の
付
け
方
や
源
泉
徴
収
事
務
は

大
丈
夫
で
す
か
？

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

㈱みずほ銀行
宇都宮支店
支店長

宮下  能成氏
（平成 25年４月１日付）

㈱みずほ銀行
宇都宮支店
支店長

手島  隆之氏

西川レベックス㈱
代表取締役　

寺山  浩一氏
（平成 25年４月 26日付）

西川レベックス㈱
代表取締役　

長井  輝夫氏

関東信越税理士会
宇都宮支部
支部長　

倉井   章氏
（平成 25年４月 1日付）

関東信越税理士会
宇都宮支部
支部長　

大塚  俊男氏

議　員

第３１回通常総会であいさつする児玉新会長

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
１
３

記
帳
継
続
指
導

　

日
本
の
ジ
ャ
ズ
音
楽
シ
ー
ン
を
牽

引
す
る
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を

輩
出
し
た
街「
宇
都
宮
」。ミ
ヤ
・
ジ
ャ

ズ
イ
ン
は
、
昭
和
49（
1
9
7
4
）年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
現
在
は
北

関
東
最
大
の
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は「
ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
開

催
40
周
年
」、「
宇
都
宮
商
工
会
議
所

創
立
1
2
0
周
年
」と
記
念
す
べ
き

年
に
な
り
ま
す
の
で
、
中
心
市
街
地

を
会
場
に
、
例
年
以
上
の
盛
大
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
現
在
、
広
告
協

賛
企
業
と
ア
マ
チ
ュ
ア
出
演
バ
ン
ド

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
、
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◎
概
要

【
日
程
】 

11
月
２
日（
土
）～
３
日（
日
）

【
会
場
】　

宇
都
宮
市
中
心
市
街
地

（
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
な
ど
４
会
場

を
予
定
）

【
来
場
者
目
標
】　

13
万
人

◎
広
告
協
賛
募
集
内
容

〈
掲
載
内
容
〉

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
企
業
紹
介

・
会
場
内
に
協
賛
企
業
の
芳
名
板

　

当
所
で
は
、
個
人
事
業
主
の
み

な
さ
ま
を
対
象
に
、
現
金
出
納
帳
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
帳
簿
の
記
帳

方
法
や
源
泉
徴
収
事
務
な
ど
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

記
帳
の
仕
方
を
習
得
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

を
掲
出

〈
掲
載
料
金
〉

●
１
ペ
ー
ジ
広
告  

…
…
…  

10
万
円

●
1
/
2
ペ
ー
ジ
広
告
…
…
5
万
円

●
1
/

15
ペ
ー
ジ
広
告  

… 

1
万
円

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
裁
Ａ
４
判
。
い
ず

れ
も
消
費
税
別
。

◎
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
募
集

【
申
込
締
切
】　

７
月
26
日（
金
）

※
い
ず
れ
の
募
集
も
、
詳
し
く
は
ミ

ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（h
ttp

://m
iyajazz.jp

/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
経
営
支
援
部
で
は
、
年
間

を
通
じ
て
記
帳
継
続
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
推
進
協
議
会

（
地
域
振
興
部
内
）

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

昨年開催されたミヤ・ジャズイン２０１２の様子
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オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
地
域
振
興
部
内
）

☎
6
3
7-

3
1
3
1

5
6
3
4-

8
6
9
4

問合せ

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

東
京
商
工
会
議
所
　

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
0
3-

3
2
8
3-

7
8
0
5

問合せ

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り

ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市
（
工
業
版
）

金
融
相
談
日
（
一
日
公
庫
）

七
夕
飾
り
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
！

金
属
製
品・機
械
器
具・関
連
業
種
の
商
談
会

発
注
企
業・受
注
希
望
企
業
を
募
集
し
ま
す
！
！

夏
季
資
金
は
お
早
め
に
！

　

毎
年
恒
例
の「
オ
リ
オ
ン
七
夕
ま

つ
り
」が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

七
夕
飾
り
出
展
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

【
開
催
期
間
】　

８
月
２
日（
金
）～
５
日（
月
）

【
会
場
】　

オ
リ
オ
ン
通
り

【
募
集
対
象
】　

学
校
・
幼
稚
園
・
個
人
・
企
業
・

団
体
等
、
市
内
・
外
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
参
加
料
】　

無
料（
た
だ
し
、
作
品

制
作
・
搬
入
・
搬
出
に
係
る
費
用

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

【
表
彰
】

〇
オ
リ
オ
ン
賞
１
本（
10
万
円
）

　

本
商
談
会
は
、
発
注
企
業
が
事

前
に
発
注
案
件
を
提
示
し
、
そ
の

案
件
に
対
応
可
能
な
受
注
希
望
企

業
が
商
談
を
申
し
込
む
逆
見
本
市

形
式
の
商
談
会
で
す
。
今
回
は
、

25
商
工
会
議
所
と
東
京
都
が
共
催

で
開
催
を
し
ま
す
。

〈
本
商
談
会
の
メ
リ
ッ
ト
〉

①
関
東
を
中
心
と
し
た
広
域
か
ら

パ
ー
ト
ナ
ー
発
掘
が
可
能
で
す
。

②
事
前
申
込
制
度
で
す
の
で
、
事

前
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
精
度
の
高
い

商
談
が
行
え
ま
す
。

③
発
注
企
業
か
ら
全
て
の
受
注
希

望
企
業
に
対
し
て
逆
指
名
商
談
も

可
能
な
の
で
、
新
規
取
引
先
開
拓

に
有
効
で
す
。

〈
募
集
概
要
〉

【
開
催
日
時
】　

10
月
11
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

【
会
場
】　

東
京
商
工
会
議
所　

東
京
都
千
代

田
区
丸
の
内
３-

２-

２（
J
R
東
京

駅
徒
歩
10
分
）

【
参
加
費
】　

発
注
企
業
／
無
料

受
注
企
業
／
エ
ン
ト
リ
ー
無
料

※
商
談
会
参
加
が
決
定
し
た
場
合

別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
た
だ

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
宇
都
宮
支

店
の
協
力
に
よ
り「
金
融
相
談
日
」

（
一
日
公
庫
）を
開
催
し
ま
す
。
日
本

政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活
事
業
）

の
融
資
制
度
に
つ
い
て
、
税
金
を

完
納
し
て
い
る
方
で
、
事
前
に
必

要
書
類
を
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

融
資
担
当
者
に
ご
提
出
い
た
だ
け

れ
ば
、
原
則
と
し
て
当
日
融
資
可

否
の
判
断
を
し
ま
す
。
夏
季
資
金

を
ご
検
討
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

７
月
３
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

〇
特
別
賞
５
本（
２
万
円
）

〇
優
秀
賞
５
本（
１
万
円
）

〇
努
力
賞
５
本（
５
千
円
）

【
申
込
方
法
】　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
等

で
当
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
当
所
窓
口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.u-cci.or.jp)

で
入

手
で
き
ま
す
。

【
申
込
締
切
】　

７
月
22
日（
月
）

【
主
催
】　

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
実

行
委
員
会

し
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係

る
災
害
救
助
法
適
用
地
域
の
事
業
所

は
、参
加
費
免
除（
県
内
対
象
地
域
：

宇
都
宮
市
等
の
15
市
町
）

【
商
談
テ
ー
マ
】　

金
属
製
品
、
機
械

器
具
、
関
連
業
種（
加
工
・
組
立
・

試
作
・
供
給
）、
樹
脂
成
型
・
加
工

【
参
加
対
象
】　

主
催
商
工
会
議
所
エ

リ
ア
内
お
よ
び
関
東
近
県
の
製
造
業

者
で
、
特
に
金
属
・
機
械
加
工
、
樹
脂

成
型
等
の
案
件
に
対
応
可
能
な
企
業

【
募
集
企
業
数
】　

発
注
企
業
35
社
、

受
注
企
業
２
０
０
社

【
申
込
締
切
】　

発
注
企
業
７
月
19
日

（
金
）、
受
注
企
業
８
月
２
日（
金
）

【
申
込
方
法
】　

発
注
企
業
は
当
所
ま

た
は
東
京
商
工
会
議
所
へ
電
話
に
て

連
絡
。
受
注
企
業
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
に
て
提
出
。

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
を
終
了
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】　http://w

w
w

.
to

ky
o

-c
c

i.o
r.jp

/m
a

rke
t/

shoudan/industry/outline/

【
会
場
】　

当
所
会
議
室

【
相
談
員
】　

日
本
政
策
金
融
公
庫
宇

都
宮
支
店
国
民
生
活
事
業　

融
資
担

当
者

【
内
容
】　

運
転
資
金
、
設
備
資
金
に

関
す
る
相
談（
原
材
料
・
商
品
な
ど

の
仕
入
れ
資
金
／
店
舗
・
機
械
設
備

な
ど
に
必
要
な
資
金
／
開
業
の
た
め

の
資
金
な
ど
）

【
申
込
】　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

【
締
切
】　

６
月
28
日（
金
）

平
成
24
年
度
オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
の
最
優
秀
賞

「
オ
リ
オ
ン
賞
」を
受
賞
し
た
作
品（
宇
都
宮
市
国
際
交
流
協
会
）

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

地
域
や
業
界
と
商
工
会
議
所
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

宇
都
宮
商
工
会
議
所
振
興
委
員

　

当
所
で
は
５
月
８
日（
水
）、
平

成
25
年
度
か
ら
２
年
間
の
任
期
で

振
興
委
員
を
25
人
の
方
々
に
委
嘱

し
、
北
村
会
頭
か
ら
委
嘱
状
を
交

付
し
ま
し
た
。

促
進
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
地

域
経
済
や
業
界
動
向
な
ど
、
当
所

へ
の
情
報
提
供
と
、
各
種
調
査
へ

の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
事
業
者
と
商
工
会
議
所

を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ご
活

躍
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
第
１
回
連
絡
会

議
で
は
、
当
所
が
実
施
し
て
い
る
各

種
経
営
支
援
事
業
や
会
員
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
つ
い
て
説
明
し
、
振
興
委
員

が
所
属
す
る
地
域
や
業
界
へ
の
普
及

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

氏  名 事 業 所 名  所 在 地  電   話

宇都宮商工会議所振興委員
（敬称略・順不動）

池田　勇介 （株）アイ・シー・エス 下戸祭１-９-１６ 643-3377

市村　耕三 ヘアーサロンカワワ 駅前通り３-１-１１ 634-9661

岡田　俊光 （有）マルオカ商店 峰町２８０ 634-8701

小古山　峯雄 アド・エイディアイ 上戸祭町２９３６-２５ 624-5955

尾野　　哲 オノオフィス 富士見が丘１-３-１０ 621-2822

柿沼　康夫 前田クリーニング商会 中央５-１７-４ 634-6051

菊地　芳弘 （有）カメラのカズサヤ 陽東４-３-２７ 662-6960

杉山　　猛 （有）盤石荘 大谷町１２２８ 652-0524

長島　俊夫 （有）堺屋商店 江野町７-８ 633-2073

峰岸　和正 峰岸商店 大通り１-１-１２ 622-3491

相澤　美知子 （有）オーヴァル 塙田２-５-５ 627-8783

五十嵐　賢 （有）マルシン靴店 西１-２-２ 633-6050

今井　キヨ （株）松本 材木町４-２ 633-2488

佐藤　勝一 （有）鏡池堂 馬場通り２-３-１４ 634-9863

鈴木　明子 トレビアン美容室 竹林町６０１-１ 627-1056

田中　正司 日東燃機工業（株） 泉が丘５-８-１５ 661-6271

松平　吉弘 インテリア松平 緑３-２-６ 658-0651

山室　正志 （株）東武宇都宮百貨店 宮園町５-４ 651-5810

今泉　知明 鳥貞（有） 中央１-６-９ 633-4105

遠藤　直三郎 エンドー写真スタジオ 鶴田３-２-７ 648-4838

大森　一男 （有）吉澤組 岩本町５２４ 624-8407

塩生　忠義 朝日屋呉服店 みどり野町１８-２０ 653-5298

重原　嘉久 （有）重原精機 上桑島町１４６５-４０ 656-2300

滝野　光太郎 滝野屋米店 泉が丘１-１７-２３ 661-4903

中村　芳雄 中村会計事務所 南大通り４-１-２３ 612-2083

北
村
会
頭（
写
真
右
）か
ら
委
嘱
状
を
交
付



1213 June 2013

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証捺

印
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

事
業
所
概
況
お
よ
び
業
況
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
実
施

　

 

推
薦
書
兼
経
営
指
導
報
告
書
の
発
行
に

際
し
、
事
業
内
容
、
取
扱
品
目
お
よ
び

主
要
な
販
売
先（
受
注
先
）な
ど
の
申
し

込
み
事
業
所
概
況
の
ほ
か
、
直
近
の
売

上（
受
注
）、
今
後
の
収
支
見
通
し
お
よ

び
現
在
の
経
営
課
題
等
の
業
況
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。

※「
推
薦
書
兼
経
営
指
導
報
告
書
」や「
推
薦

確
認
票
」等
の
書
類
は
、当
所
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ「
商
工
い
き
い
き
特
別
保
証
」か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ご
利
用
で
き
る
方　

　

県
内
で
同
一
事
業
を
1
年
以
上
営
み
、
商
工

会
議
所
が
経
営
指
導
を
行
い
推
薦
す
る
方
で
、

商
工
い
き
い
き
保
証
承
諾
後
の
保
証
債
務
残

高
が
５
千
万
円
以
内
の
方（
但
し
、
本
制
度
の

残
高
以
内
で
借
換
す
る
場
合
は
除
き
ま
す
）。

●
特
に
次
の
よ
う
な
方
に
お
す
す
め
し
ま
す

◎
ス
ム
ー
ズ
に
借
入
を
し
た
い
方

　
　

商
工
会
議
所
の
推
薦
が
あ
る
の
で
、
保
証

協
会
の
審
査
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
資
金
調
達
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◎
保
証
人
が
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
方

　
　

原
則
と
し
て
個
人
事
業
者
は
保
証
人
不

要
、
法
人
は
代
表
者
の
み
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、
不
動
産
担
保
も
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
事
業
の
拡
大
を
検

討
し
て
い
る
方

　
　

中
心
市
街
地
等
の
空
き
店
舗
を
有
効
に

活
用
し
て
事
業
の
拡
大
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
の
事
業
資
金
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
保
証
条
件

◎
資
金
使
途　

事
業
経
営
に
必
要
な
運
転
資

金
お
よ
び
設
備
資
金
。
た
だ
し
、
不
動
産

取
得
資
金
は
除
く
。

◎
借
入
限
度
額　

5
0
0
万
円
、
ま
た
は
直

近
決
算
の
平
均
月
商
概
ね
３
倍
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額
。

※
設
備
資
金
に
限
り
、
限
度
額
の
範
囲
内
で
の

ご
利
用
が
可
能
で
す
。

◎
借
入
期
間　

10
年
以
内（
据
置
6
カ
月
以

内
）

◎
借
入
利
率　

金
融
機
関
所
定
利
率

◎
信
用
保
証
料　

年
０・
45
％
〜
年
１・
90
％

（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
と
の
併
用
の

場
合
は
、
年
０
・
70
%
〜
年
０
・
80
%
）

◎
担
保
・
保
証
人　

担
保
不
要
、
保
証
人
は

原
則
と
し
て
不
要
。（
法
人
代
表
者
を
除

く
）

◎
添
付
書
類　

通
常
の
申
込
書
類
の
ほ
か
、

宇
都
宮
商
工
会
議
所
が
発
行
す
る「
推
薦

書
兼
経
営
指
導
報
告
書
」が
必
要
に
な
り

ま
す
。

■
推
薦
書
兼
経
営
指
導
報
告
書
の
発
行
に
あ

た
っ
て

　　

当
所
に
ご
提
出
い
た
だ
く
書
類

①
前
期
・
前
々
期
の
申
告
書（
法
人
の
場
合

は
別
表
を
含
む
）お
よ
び
決
算
書（
法
人
の

場
合
は
勘
定
科
目
明
細
書
を
含
む
）の
コ

ピ
ー
。

②
直
近
の
決
算
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融

機
関
借
入
金
の
借
入
金
返
済
一
覧
表
の
コ

ピ
ー
。

③
建
設
業
ま
た
は
製
造
業
の
方
は
、
当
面
の

工
事
受
注
予
定
明
細
書
。

④
申
し
込
み
事
業
所
の
申
告
書
お
よ
び
決
算

書
の
提
出
に
あ
た
り
、
事
業
主
ま
た
は
代

表
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
た
め
、
宇
都

宮
商
工
会
議
所
商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

制
度「
推
薦
確
認
票
」の
申
請
者
名
に
署
名

（
法
人
の
場
合
は
会
社
名
と
代
表
者
名
）

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、県
保
証
協
会
と
連
携

1

2

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公
的
機
関

で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務
上

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対

象
に
、
き
め
細
か
い
経
営
相
談
・
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
6
1
0- 

4
1
1
0

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

● 

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

● 

支
援
施
策
の
紹
介

● 

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

● 

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

● 

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行なっており、その過程で再
　生支援協議会を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

う
つ
の
み
や
産
学
官
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム
の

加
盟
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム

　

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム
は
、
店

舗
ご
と
に
共
通
駐
車
券
を
ご
購
入

い
た
だ
き
、
お
買
い
物
や
ご
飲
食

な
ど
を
さ
れ
た
お
客
様
に
券
を
お

渡
し
し
て
、
お
客
様
の
駐
車
料
金

に
ご
利
用
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス
で

す
。　

　

共
通
駐
車
券
の
種
類
は
1
0
0

円
券
と
1
5
0
円
券
で
、
一
冊（
20

枚
つ
づ
り
）か
ら
の
販
売
と
な
り
ま

す
。

　

中
心
部
で
の
お
買
い
物
な
ど
に

便
利
な
シ
ス
テ
ム
加
盟
駐
車
場
で
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
加
盟
駐
車
場
も
あ
わ
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

加
盟
店
舗
お
よ
び
加
盟
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.u

-c
c

i.o
r.jp

/
kassei/index.htm

l

宇
都
宮
市
中
心
商
店
街
連
合
会

（
地
域
振
興
部
内
）

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

システム加盟駐車場

店 舗

料金システムの流れ

車
を
停
め
る

駐
車
券
を

使
う

駐
車
券
を

渡
す

お
買
物

お客様

う
つ
の
み
や
産
学
官
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
成
25
年
度
定
期
総
会
を
開
催

宇
都
宮
市
商
店
街
連
盟

　

宇
都
宮
市
商
店
街
連
盟
は
市
内

ホ
テ
ル
で
５
月
22
日（
水
）、
平
成

25
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
平
成
24
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
、
平
成
25
年

度
事
業
計
画（
案
）・
収
支
予
算

（
案
）、
役
員
改
選
に
つ
い
て
協
議

し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、
商

店
街
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
各
商
店
街
の
状
況

や
特
色
に
合
わ
せ
た
セ
ミ
ナ
ー
・

研
修
会
の
開
催
、
ま
た
、

「
宮
の
市
」を
は
じ
め
と

し
た
各
商
店
街
で
実
施

す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
広

報
や
個
店
の
情
報
発
信
、

あ
わ
せ
て
、
商
工
会
議

所
創
立
１
２
０
周
年
記

念
事
業
へ
の
協
力
な
ど
、

効
果
的
な
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
懇

親
会
を
開
催
し
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

懇親会であいさつする斎藤会長

平成25年度定期総会
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問合せ

　

6
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替

日
は
、

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
準
備
い

6
月
24
日（
月
）

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時 6月11日、7月9日  午後１時30分〜４時30分
受　付 午後1時〜 3時（先着10人まで）
内　容 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、不渡手形の処理方法、
 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員 弁護士 
問合せ 経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日） ・一日知財窓口（毎月第3金曜日）
日　時 6月21日、7月5日　午後１時30分〜４時30分
受　付 午後１時〜４時
内　容 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員 弁理士 
問合せ 経営支援部
※一日知財窓口は、事前に栃木県産業振興センター （☎670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

 無料の専門相談です。
各分野の専門家が、

あなたの相談に応じます。

会場  法律・発明相談 ・ 一日知財窓口 ・  メンタルヘルス相談は
　　                       　宇都宮商工会議所  ☎637-3131

■産学官連携相談
内　容 産学官連携に関すること
相談員 宇都宮大学准教授、コーディネーター等 　
申　込 申し込みを受付後、希望日を調整して訪問します
問合せ 地域振興部

■メンタルヘルス相談
相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 従業員のメンタルヘルス問題の対処方法、
 組織内のメンタルヘルス対策取り組み方法など
対　象 会員企業の経営者、人事・総務担当などの管理職
相談員 産業カウンセラー
問合せ 地域振興部

■企業年金相談
相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ 総務部

■税務相談
相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員 税理士　
問合せ 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、相談員を
　　　　 派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ 総務部

問合せ

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
6
3
7-

7
6
7
0

う
つ
の
み
や
産
学
官
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

保
険
料
の
全
額
ま
た
は 

一 

部
を
損
金
算
入
で
き
る
福
祉
制
度
。

6
月
決
算
に
も
有
効
で
す
！

新
た
な
福
祉
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
！

全
国
商
工
会
議
所
統 

一 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

当
所
で
は
５
・
６
月
に
、
共
済
・

福
祉
制
度
引
受
会
社
で
あ
る
ア
ク

サ
生
命
と
共
同
で
、
全
国
統
一
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
栃
木
県
内
商
工
会
議
所

と
と
も
に
県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
当

所
職
員
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
の
社

員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
検
討

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
中
の
会
員
サ
ー

ビ
ス
と
し
て「
保
険
証
券
分
析
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
現
在

ご
加
入
の
保
険
内
容
が
、
ご
自
身
に

合
っ
た
も
の
か
ど
う
か
の
確
認
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

新
商
品「
生
活
障
害
保
障
型
定
期

保
険
」、
新
特
約「
生
活
障
害
保
障

型
逓
減
定
期
保
険
特
約
」が
商
工
会

議
所
福
祉
制
度
に
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
個
人
の
方
、
法
人
の
方
と
も

に
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

カルメ焼き

スマリング

　　Form No.0T0579（13.0)  AXA-A1-1303-0682/9F7　2013.04.02

経営者・役員の退職慰労金・弔慰金準備にご活用いただけます。

■ご契約の内容の変更や保険料の経理処理の取扱いには所定の要件があります。
■このご案内は各制度/保険商品の特長を記載しています。ご検討の際には、保険商品の引受保険会社であるアクサ生命が交付する「重要事項説明書
（契約概要・注意喚起情報・その他重要なお知らせ）」、「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。
■保険料の経理処理は平成25年1月現在の税制にもとづいております。今後税制が変更される可能性もありますのでご留意ください。また、個別の
取扱いなどについては、所轄の税務署などにご確認ください。

●経営者の「万一の事態」と「就業不能」に備えながら、「勇退後のための資金」も
   築くことができるプランです。
●就業不能に備える資金、事業保障資金、死亡退職金・弔慰金、解約時の払いもどし金を
   利用した役員退職慰労金の準備にご活用いただけます。

●法人でご契約される場合、保険料の全額または一部を損金算入できます。
   （契約年齢や保険期間によって、損金としてお取扱いできる割合が異なります。）

「法人税基本通達935」、および「平成20年2月28日付課法23 課審518」
※現行の通達などには生活障害保障型定期保険に関する規定はありませんので、
　現行の定期保険および長期平準定期保険の規定に準拠しています。（                                                                                                　   ）

アクサの
「企業経営」
サポートシリーズ 
就業不能保障プラン

生活障害保障型
定期保険

役員･従業員の入院保障と福利厚生制度の財源確保にご活用いただけます。

●保険料は一生涯変わらず、しかも掛け捨てではありません。

●法人が役員・従業員のために負担した保険料は、一定の要件のもとに全額が
　損金算入できます。（課審4-100）

●日帰り入院から1入院120日まで保障、通算1,095日まで一生涯備えることができます。
　特約を付加することにより所定の生活習慣病による長期入院、所定の先進医療※

　も保障します。　※対象となる医療行為や医療機関の範囲には制限があります。

アクサの
 「一生保障」の
医療保険
プライム1

終身
医療保険（09）

研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工

業
者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、

講
習
会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な

ど
を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

貸
会
議
室
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

約
70
人
収
用（
教
室
型
）で
、
使

い
が
っ
て
の
よ
い
貸
会
議
室
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。総

務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

貸
会
議
室

約７０人収容（教室型）の貸会議室

収容人数

申込方法

駐車場

約70人（教室型）

貸会議室の概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

 ・ 公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
 ・ 施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
 ・ 物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
 ・ 政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき

②机等を移動させた場合は、現状回復とする。

・予約については、３カ月以内とさせていただきます。
・会議室の空き状況を電話でご確認の上、お申し込みください。
・申込書は、ご連絡いただければＦＡＸまたは郵送させていただきます。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/cci08.html）から
  ダウンロードもできます
〈お申し込み先：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

①次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても中止させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

貸会議室の使用時間・料金

使用時間区分 9:00～17:00

10,500円

15,750円

9:00～12:00

5,250円

8,400円

13:00～17:00

5,775円

9,450円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客様がご
利用されますので、駐車出来ない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。

保険証券分析で｢カルメ焼き｣
ご成約で｢スマリング｣プレゼント！



会員情報局

6,500

6,475
3028-627-9182
info@caseeca.com     www.caseeca.com

栃木県宇都宮市馬場通り1-1-1シティタワー宇都宮1F

カシカ株式会社
35.52

◎栃木県立博物館 ☎634-1311
企画展「昭和のおもかげ」
6月16日（日）まで
昭和の暮らしをさまざまな品々から見る。懐かしいあのころにタイム
スリップ。白黒テレビ、げた、たらい、ミゼットなどなど。
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎643-0100
企画展「天上の愛・地上の美ヨーロッパ絵画展バロックから近代へ」
6月16日（日）〜7月21日
ラファエロ、ルーベンス、マネの遺伝子を継ぐ者たちの珠玉の作品58
点を展示。市井の人々に愛されたもうひとつの西洋美術。（同館HPより）
一般＝700円／大高生＝500円／中小学生＝400円

◎栃木県立美術館 ☎621-3566
企画展「コレクション万華鏡」　
西洋名画から無名画家の発見まで－美術館活動40年の成果
6月16日（日）まで
当館コレクションのエッセンスを4つのテーマに分け、企画・常設
展示室の全館を使って一堂に展示。（当館チラシより）
一般＝700円／大高生＝400円／中学生以下無料

1617 June  2013

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 カシカ株式会社（旧 ㈲レザール広告事務所）

☎627-9182 
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

会員入会ご希望の方を
ご紹介ください

－がんばる経営をお手伝いします－
宇都宮商工会議所　総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書を FAX で送信します。

　
総
務
部

　
☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先 〒 320－0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

　

気
鋭
の
社
会
学
者
が
書
い
た
本

書
は
、
タ
イ
ト
ル
通
り
、
従
来
は
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
で
見
ら
れ
て
い
た

「
人
口
減
少
社
会
」を
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
視
線
で
評
価
す
る
試
み
で
す
。
著

者
は
以
前
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
鋭
い
分
析
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。　

　

地
域
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る

「
人
口
減
少
」を
、
逆
に
地
域
再
生
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
設
定
し
、
経
済

だ
け
で
な
く
社
会
制
度
な
ど
も
視
野

に
入
れ
て
展
開
す
る
論
は
、
説
得
力

が
あ
り
ま
す
。
後
半
は
い
く
ぶ
ん
思

想
的
な
部
分
に
踏
み
込
ん
で「
い
ま

を
生
き
る
た
め
の
知
恵
」と
で
も
言

う
べ
き
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら

は
賛
否
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
人
に
お
勧

め
し
た
い
１
冊
で
す
。

『
人
口
減
少
社
会
と
い
う
希
望
』

広
井
良
典
著［
著
］

朝
日
新
聞
出
版

1
4
0
0
円
＋
税

A
〜
G
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。

〈
ヒ
ン
ト
〉 

再
開
さ
れ
た
ボ
ー
イ
ン
グ
7
8
7
の
運
行
。

　
　
　
　 

ト
ラ
ブ
ル
の
あ
っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
□
□
□
□
□
□
□
電
池

1.
2.
3.
5.
6.
7.
9.

13.
16.
17.
20.
23.
24.
25.

1.
4.
8.

10.
11.
12.
14.
15.
18.
19.
21.
22.
24.
26.
27.

横綱の土俵入りの時の従うのは○○○○○と太刀持ち
木の年輪にヒントを得て作られたドイツ菓子

「ボクは文系のせいか、どうも○○に弱くって」などと
「烏賊」と書く海の生物。仲間には飛ぶものもいる
バングラデシュの首都、かつてハイジャック事件で注目された
村上春樹の新作『○○○○を持たない多崎つくると彼の巡礼の年』
今年30周年のTDR、連日多彩な○○○○が見られる
今日の試合はとことん○○に見放されて惨敗した
パレスチナと敵対状態が続く国
中国ではPM2.5、日本でもかつてここで公害による喘息被害が
領収書などで、特定の名ではなく、こう書かれたものもある
少し酒に酔うこと、「○○○を帯びる」などと
あの店の○○は「安さとメニュー名のユニークさ」だそうだ

「真田十勇士」の面々、猿飛佐助・霧隠才蔵・三好青海入道・三好○○入道など

梅雨が近くなると低い空を飛び始める鳥
企業で退職を拒む人などを集め、まともな仕事をさせない○○○○部屋
加熱または圧力変化によって固体が液体となる現象
久しぶりの大漁に魚市場も○○○がみなぎっていた
今は大分減ってきたアマチュア無線家、○○仲間などと
女性がよく言います。「食後のデザートは○○腹よ」
アメリカの核の○○に入る日本は今回も「核不使用声明」に署名せず

「せがれに仕事を任せた。あとは悠々自適の○○○○○○にいそしむよ」と親方の言
パンなどふくらませる酵母「○○○○菌」
最近増えている「自称グルメ」、日本語では「食○○」などと
フナの一種、マブナより体型が幅広い○○ブナ
お盆の入りの夕方、祖の霊を迎えるため家の門口で焚く
役員改選でひともめあって、今後の組織○○○○が難しくなりそうだ
作家が急逝してしまったので、この作品が○○○となってしまったね

「弱者が強者に対して抱く敵意」の意の仏語。ニーチェの用語

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

ニ
チ
ギ
ン
ソ
ウ
サ
イ

● 

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

 

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

 

締
め
切
り
6
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

 

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「 新」新
し
い
こ
と
を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

何
気
な
い
日
常
を

「
新
し
い
視
点
」で
見
る
こ
と
の
方
が
大
切
で
す
。

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る

家
族
の
話
に
耳
を
傾
け
て
み
る
。

食
べ
物
を
じ
っ
と
眺
め
て
み
る
。

囲
ま
れ
て
い
る
物
に
感
謝
の
言
葉
を
投
げ
て
み
る
。

そ
れ
だ
け
で
、
心
は
若
返
り
ま
す
。

そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　書道家。熊本育ち。３歳から母である
双葉（そうよう）に師事。東京理科大学、
ＮＴＴ退社後、ストリートからはじめる。
ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平
泉」など数々の題字を手がける。全国で
ユニークな個展を開催。著書は、作品集
【絆】、【上機嫌のすすめ】など 20 を超え
る。書道教室は約３００名（２００５年よ
り満席状態が続く）。公式ブログ「書の力」
のアクセス数は、１日５万を超える。 
⇒ http://ameblo.jp/souun

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

業種 からあげ販売店
（持ち帰り専門） 代表  藤島　宏樹さん

〈所在地〉宇都宮市越戸３-15-９
（越戸ショッピングプラザ敷地内）

4663-3344   
http://www.double-chicken.jp

からあげ工房
ダブルチキン

　
「
体
に
優
し
い
か
ら
あ
げ
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
1
0
0
％
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

で
揚
げ
て
い
ま
す
。
ご
注
文
を
受
け
て

か
ら
の
ご
用
意
な
の
で
ア
ツ
ア
ツ
の
揚
げ

た
て
で
す
。
時
間
が
経
っ
て
も
油
浮
き

せ
ず
、
冷
め
て
も
美
味
し
い
で
す
。
胃

も
た
れ
や
胸
や
け
な
ど
の
心
配
も
い
り

ま
せ
ん
。
健
康
志
向
の
方
が
増
え
て
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
体
に
い
い
も
の
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

庭
の
一ひ

と
む
ら叢
む
ら
さ
き
の
花
大
根

エ
プ
ロ
ン
に
替
え
る
と
言
葉
軽
く
な
る

葉
桜
と
な
っ
て
一
息
つ
く
桜

ま
だ
ま
だ
と
も
う
と
傘
寿
を
使
い
分
け

春
の
陽
の
下
に
身
を
置
く
日
の
平
和

新
調
の
水
着
を
弾
く
体
脂
肪

維
新
の
会
言
葉
貧
し
き
こ
と
ば
か
り

菜
の
花
に
ま
だ
ま
だ
残
る
夕
明
か
り

花
を
見
た
だ
け
で
帰
っ
た
血
糖
値

春
の
宵
な
れ
ば
賑
わ
う
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

髙
田　

武
子

柏
村
久
美
子

鈴
木
芙
美
子

大
塚　

栄
子

星　
　

政
造

伊
藤　

王
子

宮
田　
　

仁

毛
塚　

ヒ
ロ

福
士
美
枝
子

福
田　
　

弘
（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
も
ん
じ
焼
き
い
ず
み
）

（
無
職
）

第
189
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
た
め
ら
い
が
ち
に
十い

ざ
よ
い

六
夜
の
月
。

〈
評
〉
夕
餉
楽
し
き
ジ
ョ
ー
ク
飛
び
交
う
。

〈
評
〉
茶
店
の
婆ば

ば

も
早
仕
舞
い
し
て
。
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六
月
十
八
日（
火
）　

中
禅
寺
立
木
観
音
縁
日 （
日
光
市
中
宮
祠
）

　
日
光
山
の
開
祖
勝
道
上
人
が
創
建
し
た
古

刹
輪
王
寺
別
院
中
禅
寺
の
縁
日
。
慰
霊
法
要
、

諸
願
法
要
の
後
、
午
後
は
中
禅
寺
湖
の
遊
覧

船
上
か
ら
慰
霊
の
御
札
を
投
じ
る
地
蔵
流
し

が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
禅
寺
は
桂
の 

一 

木

造
で
知
ら
れ
る
国
指
定
重
要
文
化
財
の
立
木

観
音（
千
手
観
音
）で
知
ら
れ
る
。

六
月
二
十
八
日（
金
）　

那
須
波
切
不
動
尊
大
護
摩
祭（
那
須
塩
原
市
）

　
高
野
山
真
言
宗
関
東
三
霊
場
の
ひ
と
つ「
金

乗
院
」で
行
わ
れ
る
行
者
の
荒
業
。
家
内
安
全
、

無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
し
、
行
者
が
熱
湯
の

釜
に
浸
か
る
湯
加
持
行
や
、
火
渡
行
が
見
ど

こ
ろ
。
北
関
東
三
十
六
不
動
尊
霊
場
の
ひ
と

つ
。
災
難
除
け
御
守
り
は
、
こ
の
日
だ
け
授
与
。

六
月
三
十
日（
水
）　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
茅
の
輪
く
ぐ
り（
宇
都
宮
市
）

　
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
。
無
病
息
災

を
願
い
、
直
経
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な

輪
に
し
た
茅
が
や
を
く
ぐ
る
行
事
。
茅
が
や

は
、
古
く
か
ら
神
が
宿
る
植
物
と
し
て
崇
め

ら
れ
て
き
た
も
の
。
夏
越
し
の
祭
り
と
も
い
う
。

七
月
七
日（
日
）　

思
川
の
流
し
び
な（
小
山
市
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
託
し
た
短
冊
を
取
り

付
け
た
紙
人
形
を
、
ワ
ラ
舟
に
乗
せ
思
川
に

流
す
伝
統
行
事
。
人
形
は
和
紙
で
作
ら
れ
た

「
下
野
人
形（
し
も
つ
け
ひ
と
が
た
）」。
小
山

市
の
夏
の
風
物
詩
。
毎
年
、
七
月
の
第
一 

日

曜
日
に
行
わ
れ
る
。

宇都宮伝統文化連絡協議会長  柏村  祐司

　

東
武
南
宇
都
宮
駅
の
北
側
一
帯
は
、

不
思
議
な
区
割
り
を
し
て
い
る
。
南
宇
都

宮
駅
を
中
心
に
街
並
み
が
放
射
状
に
広
が

る
。
地
図
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
、
明
ら

か
に
計
画
的
に
作
っ
た
と
し
か
思
え
な
い

区
割
り
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
大
げ
さ
に
言

え
ば
、
東
京
都
大
田
区
の
田
園
調
布
さ
な

が
ら
の
区
割
り
で
あ
る
。

　

そ
の
田
園
調
布
は
、大
正
七
年（
一
九
一
八
）

実
業
家
渋
沢
栄
一
ら
に
よ
る『
理
想
的
な

住
宅
地「
田
園
都
市
」の
開
発
』を
目
的

と
す
る
田
園
都
市
株
式
会
社
に
よ
り
大

正
十
二
年（
一
九
二
三
）開
発
が
着
手
さ
れ

た
。
開
発
の
構
想
は
、
欧
米
の
都
市
を

念
頭
に
お
い
て
田
園
郊
外
住
宅
地
開
発
と

そ
れ
に
伴
う
鉄
道
な
ど
諸
般
設
備
の
整
備

を
重
点
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
東

急
東
横
線
田
園
調
布
駅
の
西
側
一	

帯
は
、

鉄
道
の
利
便
性
を
考
慮
し
駅
を
中
心
と

し
た
区
割
に
す
る
た
め
に
、
道
路
を
放
射

状
に
貫
き
、
そ
れ
と
交
差
す
る
よ
う
に
同

心
円
状
に
配
し
た
。
従
来
の
日
本
の
都

市
に
み
ら
れ
な
い
欧
米
の
先
進
都
市
に
用

い
ら
れ
た
新
し
い
区
割
り
と
し
た
の
で
あ

る
。

　

さ
て
、
東
武
南
宇
都
宮
北
側
の
住
宅

街
で
あ
る
が
、
整
理
開
発
が
着
手
さ
れ
た

の
は
昭
和
七
年
、
完
了
し
た
の
は
十
二
年

で
あ
る
。
当
時
の
宇
都
宮
市
は
、
昭
和

不
況
の
あ
お
り
か
ら
脱
出
す
べ
く
、
中
心

市
街
地
の
再
開
発
を
手
が
け
て
い
た
時
期

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
行
政
区
画
の

変
動
を
求
め
て
都
市
計
画
実
施
の
機
運

が
高
ま
り
、
さ
ら
に
は
宇
都
宮
周
辺
の
村

の	

一		

部
に
も
宇
都
宮
市
編
入
の
希
望
が
で

る
な
ど
、
土
地
区
画
整
理
と
行
政
区
変

更
の
動
き
が
出
て
き
た
時
期
で
も
あ
る
。

　

中
心
市
街
地
の
再
開
発
で
は
、
不
動

前
か
ら
池
上
町
ま
で
の
新
国
道
の
設
置
、

宇
都
宮
監
獄
の
西
原
地
内（
現
明
保
野

町
）へ
の
移
転
、
東
武
宇
都
宮
線
の
開
通
、

宇
都
宮
監
獄
移
転
の
跡
地
へ
の
東
武
宇
都

宮
駅
の
設
置
等
が
あ
る
。
一
方
、
土
地
区

画
整
理
と
行
政
区
画
変
更
で
は
そ
の
先

鞭
を
つ
け
た
の
が
、
昭

和
六
年
四
月
に
設
立
さ

れ
た
陽
西
土
地
区
画
整

理
組
合
で
、
そ
れ
に
よ

り
宇
都
宮
第	

一	

高
等
女

学
校（
現
宇
都
宮
女
子

高
等
学
校
）西
南
部
約

四
十
町
歩
の
区
画
整
理

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
直

後
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、

こ
こ
で
述
る
地
域
を
対

象
と
し
た
陽
南
土
地
区

画
整
理
組
合
で
あ
る
。

　

陽
南
土
地
整
理
組
合

は
、
陽
西
土
地
区
画
整
理
組
合
が
整
理

開
発
し
た
土
地
の
南
側
に
隣
接
す
る
面

積
約
八
十
町
歩
と
い
う
広
大
な
面
積
を

対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
組
合
が
成
立

し
た
の
は
昭
和
七
年
七
月
一
日
で
あ
る
。

一
方
、
組
合
の
設
立
に
先
駆
け
て
昭
和
六

年
八
月
十
一
日
に
東
武
宇
都
宮
線
が
開

通
し
た
。
沿
線
に
は
昭
和
七
年
宇
都
宮

常
設
球
場（
現
宮
の
原
小
）が
設
置
さ
れ
、

合
わ
せ
て
野
球
場
前
駅
が
臨
時
的
に
開

業
、
翌
年
常
設
駅
と
な
り
名
も
南
宇
都

宮
駅
と
改
め
ら
れ
た
。

　

陽
南
土
地
整
理
組
合
に
と
っ
て
南
宇
都

宮
駅
の
開
業
は
、
こ
の
地
域
の
鉄
道
交
通

の
利
便
性
を
高
め
る
上
で
願
っ
て
も
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
当
然
、
陽
南
地
区
の
整

理
開
発
が
、
新
設
さ
れ
た
南
宇
都
宮
駅

を
念
頭
に
お
か
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
田
園
調
布
が
鉄
道
の
整
備
と
合
せ
て

住
宅
地
の
開
発
が
行
わ
れ
た
の
と
同
じ
構

図
に
な
り
、
南
宇
都
宮
駅
前
に
広
が
る

放
射
状
に
広
が
る
街
並
み
は
、
期
せ
ず
し

て
田
園
調
布
の
そ
れ
に
類
似
し
た
も
の
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
素

晴
ら
し
い
の
は
、
自
動
車
交
通
の
未
発
達

の
時
代
に
あ
っ
て
道
路
幅
を
広
く
し
た
こ

と
で
あ
る
。
お
陰
で
上
下
水
道
や
都
市
ガ

ス
等
都
市
イ
ン
フ
ラ
が
い
ち
早
く
整
備
さ

れ
、
今
や
市
内
で
は
住
宅
一
等
地
、
先

人
の
先
見
性
に
頭
が
下
が
る
。

　

南
宇
都
宮
駅
前
に
は
、
駅
開
設
後
大

谷
石
蔵
倉
庫
群
が
建
て
ら
れ
た
。
今
で

は
大
谷
石
蔵
倉
庫
群
が
瀟
洒
な
レ
ス
ト
ラ

ン
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
に
様
変
わ
り
し
て
い

る
。
本
家
の
田
園
調
布
に
も
な
い
石
造
り

の
素
敵
な
街
並
み
が
出
来
つつ
あ
る
。　

第10回

レストラン等
に変身した駅前大谷石蔵倉庫群

放射線状に区画された駅前の街並

ミニ田園調布構想
南宇都宮駅周辺の区画整理
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 １. 一人ひとりがクルール・プロジェ
  の意識を持とう
 ２. 常に感謝の気持ちを持とう
 ３. ともに助けあい、支えあい、
  学びあおう
 ４. 十人十色を尊重しよう
 ５. 一日を一生と捉え、
  悔いの無い一日を過ごそう
 ６. 不屈の心で果敢に挑戦しよう
 ７. 高い目標と新しい価値を創造しよう
 ８. 能力をいかし、情熱を持って、
  前向きに考えよう
 ９. 常に謙虚に素直な心になろう
 10. 率先垂範、本音でぶつかろう
 11. 人間として何が正しいかで判断しよう
 12. 人を悪く言わないようにしよう

家族の笑顔のために。
今、そして１００年後の未来へ。

経営理念

フィロソフィ

18回第
株式会社
クルール・プロジェ

働きやすい環境づくりに
配慮したオフィス

情報誌「クルール」
現在、全国 19 地域 
総発行部数 76 万部

年
前
に
創
業
し
た
時
は
、
ス

タ
ッ
フ
全
員
が
中
途
採
用
。

や
が
て
人
数
が
増
え
て
く
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
っ
て
い
る
職
場
経
験
、
仕

事
経
験
の
相
違
が
、
業
務
に
影
響
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返

る
阿
久
津
社
長
。
子
育
て
女
性
支
援

の
情
報
誌
を
立
ち
上
げ
、
ス
タ
ッ
フ
が

力
を
合
わ
せ
て
業
績
を
伸
ば
し
て
い

ま
し
た
が
、
や
が
て
「
一
体
感
の
不
足

に
悩
む
よ
う
に
な
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
ス
タ
ッ
フ
１
人
ひ
と

り
が
背
負
っ
て
い
る
「
文
化
」
の
違

い
で
し
た
。
人
は
自
分
の
い
る
環
境

か
ら
知
ら
な
い
う
ち
に
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
す
。
同
社
で
働
く
ス
タ
ッ

フ
た
ち
も
、
前
に
所
属
し
て
い
た
企

業
の
文
化
を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
き
違
い
が
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

自
社
の
企
業
文
化
の
確
立
が
不
可

欠
と
感
じ
た
阿
久
津
社
長
は
、
企

業
理
念
を
定
め
て
「
こ
う
い
う
企
業

に
な
り
た
い
」
と
い
う
意
思
表
示
を

行
な
う
重
要
性
に
思
い
至
り
ま
す
。

　
「
そ
こ
で
、
３
年
前
に
現
在
の
も

の
の
元
と
な
っ
て
い
る
経
営
理
念
を

作
成
し
ま
し
た
。
毎
期
少
し
ず
つ

手
直
し
し
て
い
ま
す
が
、
基
本
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

は
今
期
か
ら
定
め
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
考
え
の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す

か
ら
、そ
こ
で
意
見
が
相
違
し
た
時
、

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
基
本
に
考
え
て
い
く

よ
う
に
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
の

で
す
」

　

阿
久
津
社
長
が
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
「
い
か
に
し
て
浸
透
さ
せ
る

か
」。
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
が
心
で

理
解
し
な
い
と
、
せ
っ
か
く
の
理
念

や
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
も
絵
に
描
い
た
餅
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
毎

月
１
テ
ー
マ
ず
つ
変
え
て
社
員
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
な
っ
た
り
、
朝
礼
の

際
の
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
り
、
フ
ィ
ロ

ソ
フ
ィ
に
つ
い
て
の
テ
ス
ト
を
行
っ
た

り
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
今
は
、
日
常
的
な
会
話
の
中
に

う
ま
く
織
り
込
ん
で
、
心
に
入
っ
て

行
き
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

同
社
は
「
ク
ル
ー
ル
」
発
行
以
外

に
も
、
子
育
て
女
性
支
援
事
業
を

手
が
け
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
始
め

た
「
マ
マ
ズ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
は
、
子

育
て
ママ
と
企
業
を
つ
な
ぐ
マッ
チ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
好
評
で
、
今
年
も

７
月
17
日
に
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
で
開
催

し
ま
す
。
ま
た
「
ク
ル
ー
ル
」
や
ウ
ェ

ブ
を
通
じ
て
女
性
に
情
報
提
供
を
す

る
だ
け
で
な
く
、
女
性
の
意
識
調
査

な
ど
を
行
い
、
企
業
に
提
供
す
る
業

務
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
「
宇
都
宮
は
、
い
ろ
ん
な
点
で
起

業
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
ま

す
。
意
欲
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」

株式会社クルール・プロジェ
代表取締役　阿久津智子氏

「

会
社
に
一
体
感
を
持
た
せ
る
に
は
、

 

企
業
理
念
が
不
可
欠
で
す
」

　
子
育
て
マ
マ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
応
援
す
る
情
報
誌「
ク
ル
ー
ル
」の
発
行
な
ど
、
女

性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
む
㈱
ク
ル
ー
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
。

創
業
者
で
あ
る
阿
久
津
智
子
社
長
に
、
経
営
理
念
に
こ
め
た
想
い
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

Information

株式会社 クルール・プロジェ
代表取締役  阿久津  智子
設立／平成17年12月
所在地／
宇都宮市簗瀬町1784-2 
Yanaze BLDG 2F
☎ 028- 614- 2558
5028- 610- 5370

http://www.couleur-projet.co.jp

｢

8
代表取締役の小滝庸子さん

さ
ん
と
共
に
新
た
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
提
案
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
父
と
夫
が
築
い
た
キ
ク
ヤ
を

ベ
ー
ス
に
、
徐
々
に
時
代
に
即
し

た
提
案
を
プ
ラ
ス
し
て
い
き
ま

す
」と
、
若
い
年
齢
層
向
き
の
新

コ
ー
ナ
ー
「
m
a
n
i
e
r
a
」

を
展
開
し
、カ
ジ
ュ
ア
ル
な
ジ
ュ
エ

リ
ー
フ
ェ
ア
な
ど
も
開
催
。
時
代

を
切
り
開
く
武
器
と
な
る
の
は
、

地
域
を
愛
す
る
気
持
ち
。
父
親
譲

り
の
確
か
な
目
と
、
豊
か
な
感
性

が
キ
ク
ヤ
の
未
来
を
照
ら
し
て
い

ま
す
。

第21回

　

宇
都
宮
城
址
と
二
荒
山
神
社
を

結
ぶ「
み
は
し
通
り
」は
、
平
成
17
年

の
街
路
整
備
に
よ
り
歩
道
に
は
柔

ら
か
い
色
調
の
石
畳
が
敷
か
れ
、
通

り
の
様
子
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま

し
た
が
、
今
も
こ
の
通
り
に
は
明
治

年
間
創
業
の
旅
館
や
飲
食
店
、
個
性

的
な
専
門
店
が
軒
を
並
べ
、
往
き
交

う
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
通
り
の
真
ん
中
あ
た
り
に

モ
ー
ド
サ
ロ
ン
キ
ク
ヤ
の
ビ
ル
が

建
っ
て
い
ま
す
。
天
蓋
付
き
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
と
、
ア
ー
チ
型
の
出
窓

が
印
象
的
な
白
亜
の
店
舗
。
そ
の

モ
ダ
ン
な
外
観
か
ら
は
な
か
な
か

想
像
で
き
ま
せ
ん
が
、同
店
の
創
業

は
明
治
24
年
１
月
。「
初
代
は
こ
の

場
所
で
足
袋
の
注
文
生
産
と
販
売

を
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

創
業
は
１
２
０
年
以
上
も
前
な
ん

で
す
ね
」と
、
代
表
取
締
役
の
小
滝

庸
子
さ
ん
も
、そ
の
歴
史
に
は
驚
く

ば
か
り
。
足
袋
を
商
っ
て
い
た
キ

ク
ヤ
は
時
を
経
て
洋
服
を
仕
立
て

る
洋
装
店
と
な
り
、終
戦
後
す
ぐ
に

大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を

迎
え
ま
し
た
。
庸
子
さ
ん
の
父
、後

に
三
代
目
と
な
る
小
滝
清
氏
の
入

店
で
す
。

　
「
父
は
、
宇
都
宮
工
業
高
校
の
美

術
教
師
で
し
た
が
、
結
婚
を
機
に

入
店
し
、
母
と
共
に
現
在
の
キ
ク

ヤ
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
昭
和
24

年
に
株
式
会
社
を
設
立
し
て
、
店

舗
を
建
て
替
え
た
の
も
父
で
す
。

『
小
滝
文
子
服
装
学
院
』を
開
校

す
る
と
同
時
に
、
イ
ン
ポ
ー
ト
ブ

ラ
ン
ド
の
既
製
服
が『
舶
来
品
』と

呼
ば
れ
て
い
た
頃
か
ら
海
外
の
一

流
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
ア

イ
テ
ム
を
取
り
扱
う
な
ど
、
経
営

者
と
し
て
常
に
店
の
こ
と
、
地
域

の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、亡
く
な
っ
た
夫
・
小
滝
寿
光
と

と
も
に
、
オ
ー
ダ
ー
服
と
プ
レ
タ

ポ
ル
テ
の
両
輪
で
経
営
基
盤
を
固

め
ま
し
た
」 

と
、
庸
子
さ
ん
が
見

せ
て
く
れ
た
の
は
、
清
さ
ん
が
亡

く
な
る
１
年
前
に
ま
と
め
た
ス
ク

ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
。
数
々
の
写
真
や

懐
か
し
い
チ
ラ
シ
の
側
に
は
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
巡
っ
て
研
究
を
重
ね
た

末
に
建
築
し
た
店
舗
へ
の
思
い
や
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り
、
お

客
さ
ま
へ
の
感
謝
の
心
な
ど
、
キ

ク
ヤ
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
も
言
う
べ

き
言
葉
が
丁
寧
に
書
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
た

め
の
教
則
本
に
は「
I 

L
o
v
e 

U
t
s
u
n
o
m
i
y
a
!! 

う
つ

の
み
や
に
生
ま
れ
育
っ
た
キ
ク
ヤ

は
、
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
、
豊

か
な
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
に

全
力
を
つ
く
し
て
ま
い
り
ま
す
」。

思
い
の
す
べ
て
は
庸
子
さ
ん
を
は

じ
め
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
受
け
継
が

れ
、
二
世
代
、
三
世
代
に
わ
た
っ
て

同
店
に
通
う
女
性
た
ち
を
魅
了
し

続
け
て
い
ま
す
。

　

今
、
庸
子
さ
ん
は
、
二
人
の
お
嬢

　

ど
こ
に
で
も
自
信
を
持
っ
て
着
て
い
け
る
、
自
分
を
最
も
輝
か
せ
て
く
れ
る
一
着
が
見
つ
か
る
店
、
そ

れ
が
モ
ー
ド
サ
ロ
ン
キ
ク
ヤ
。他
に
は
な
い
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
で
洗
練
さ
れ
た
品
揃
え
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン

グ
か
ら
リ
メ
イ
ク
ま
で
確
か
な
洋
裁
技
術
を
備
え
た
ス
タ
ッ
フ
、
日
常
を
忘
れ
さ
せ
る
優
雅
な
雰
囲
気

の
店
内
。す
べ
て
に
同
店
な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

全
社
員
が
受
け
継
ぐ
キ
ク
ヤ
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

株
式
会
社  

モ
ー
ド
サ
ロ
ン  

キ
ク
ヤ   

1
8
9
1
（
明
治
24
）年
創
業

モードサロン  キクヤ
宇都宮市中央本町1-16
1028-633-2403

[営業時間] 
 午前11時〜正午

午後1時〜5時
[定休日]  日曜・祝日

http://manierakikuya.web.fc2.com

看板や紙袋に使われている故・小滝清氏
がデザインしたロゴマーク

1
9
6
9
年
制
作
の
モ
ダ
ン
な
チ
ラ
シ
。
こ
ち
ら
の

デ
ザ
イ
ン
画
も
故
・
小
滝
清
氏
の
手
に
よ
る
も
の



宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

宮
カ
フ
ェ
事
務
所

☎
6
3
5-

0
0
2
1

問合せ

6月
June

　

こ
の
ほ
か
に
も
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
・
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
成
25
年
5
月
30
日
現
在
）

　

　
　

2013

6月

MITOUTSUNOMIYAMAEBASHI

MITO キタ
カンだより

MAEBASHI

2223 June  2013

◎
6
月
25
日（
火
）

 　
「
愉
快
の
日  

協
賛
事
業
」

　

 

（
自
主
事
業
）    

●
消
費
者
還
元
セ
ー
ル

  （
１
・
２
階
店
舗
協
力
） 

◎
6
月
22
日（
土
）

 　
「
オ
リ
オ
ン
バ
ザ
ー
ル
」

　

 

（
商
店
街
連
携
事
業
）    

◎
6
月
30
日（
日
）

 　
「
宇
都
宮
Ｐ
Ｒ
案
内
」

●
宮
カ
フ
ェ
店
頭（
う
つ
の
み
や

プ
ラ
イ
ド
創
造
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
主
催
）

 　
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ラ
イ
ブ
」

●
１
階
@
m
i
y
a
・
2
階
プ

チ
プ
レ
リ
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ

ア
出
店（
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
ラ

イ
ブ
実
行
委
員
会
主
催
）

 　
「
愉
快
ラ
イ
ブ
」

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

    

午
後
６
時
開
始

   （
２
階
プ
チ
プ
レ
リ
協
力
）

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

☎
6
6
6-

8
9
3
8

午
前
11
時
〜
午
後
10
時

☎
6
6
6-

8
7
8
5

●
2
階  

プ
チ
プ
レ
リ

●
1
階  

＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の
み

や
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ
る

案
内
所
設
置（
毎
週
日
曜
日
）

６
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
、

７
月
７
日 ま

ち
な
か
案
内
所

　

元
禄
時
代
、
徳
川
光
圀
公（
水
戸
黄
門
）が
、

大だ
い
ひ
ざ
ん
ほ
わ
い
ん

悲
山
保
和
院
桂
岸
寺
の
庭
を
愛
し
、「
保

和
園
」と
名
付
け
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
初
期
、
地
元
有
志
の
手
に
よ
っ
て
拡

張
整
備
さ
れ
、
池
に
築
山
を
配
し
た
純
日
本

庭
園
と
な
り
、
名
称
も「
保
和
苑
」に
改
名
。

昭
和
30
年
代
に
な
る
と
、
苑
の
拡
張
や
あ
じ

さ
い
の
植
栽
が
行
わ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

初
夏
に
な
る
と
、
1.5
h
a
の
敷
地
に
30
数

種
類
、
約
６
千
本
の
あ
じ
さ
い
が
咲
き
競
い

「
水
戸
の
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
今
年
の
開
催
は
６
月
16
日
～
７

月
７
日
。
保
和
苑
で
、
初
夏
の
涼
や
か
な
景

色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

平
成
23
年
３
月
に
北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し（
約
１
５
０
ｋｍ
）、
栃
木
、
茨
城
、

群
馬
の
３
県
が
結
ば
れ
ま
し
た
。一
般
道
利
用
に
比
べ
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

宇
都
宮
市
か
ら
水
戸
市
、
前
橋
市
に
は
そ
れ
ぞ
れ
約
１
時
間
30
分
で
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
情
報
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
の
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

保和苑（ほわえん）

前橋蚕糸記念館
前橋市敷島町262  

問合せ／前橋市文化財保護課

☎027-231-9875

http://www.city.maebashi.gunma.jp/

kurashi/230/266/270/

p003156.html

　

日
本
で
初
め
て
の
機
械
製
糸
工
場
が
建
設

さ
れ
る
な
ど
生
糸
の
代
表
的
産
地
と
し
て
、

そ
の
名
を
世
界
に
と
ど
ろ
か
せ
た「
糸
の
町
」

前
橋
。
当
時
海
外
で
は
、
日
本
生
糸
の
中
で

最
も
良
質
な
生
糸
が「
マ
イ
バ
シ
」と
呼
ば
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
記
念
館
は
、
明
治
45
年
に
落
成
し
た
国

立
原
蚕
種
製
造
所
の
本
館
と
し
て
建
て
ら
れ

た
明
治
末
期
の
代
表
的
な
洋
風
建
物
で
あ
り
、

日
本
の
蚕
糸
業
の
振
興
に
、
ま
た
前
橋
の
蚕
糸

業
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
館
内
に
は
養
蚕
・
製
糸
に
関
す
る

用
具
・
器
械
等
を
展
示
し
、
蚕
糸
業
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
前
橋
の
近
代
史
を
し
の
ぶ
記

念
館
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

前橋蚕糸記念館

保和苑
水戸市松本町

問合せ／水戸市観光課

水戸市三の丸1-5-48
三の丸臨時庁舎3階

☎029-232-9189

http://www.mitokoumon.com/

maturi/ajisai/ajisai.html

◎
6
月
28
日（
金
）

 　
「
歌
お
う
愉
快
だ
！
歌
声
カ
フ
ェ
」

　

 

（
自
主
事
業
）    

●
2
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内

  

（
２
階
プ
チ
プ
レ
リ
協
力
）
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　今月号の特集２では、もったいない運動を掲
載しました。日本の「もったいない」という言
葉に感銘を受けたマータイ博士が、世界に広
め、日本発「もったいない」は、世界共通の言葉
「MOTTAINAI」に進化しています。
　大量生産大量消費の時代ではありますが、日本人の心に
ある「もったいないの精神」を、今一度考える良いきっかけ
になればと思います。

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
宇
都
宮
市
ま
ち
な
み
景
観
賞
」に
ご
応
募
く
だ
さ
い

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
仕
事
で
も
セ
ン
タ
ー
が
お
引
き
受
け
し
ま
す
！

　

魅
力
的
な
景
観
を
創
り
出
し
て
い
る

建
築
物
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
応
募

に
基
づ
き「
ま
ち
な
み
景
観
賞
」と
し
て

表
彰
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

【
対
象
】　

市
内
で
完
成
し
て
い
る
も
の

な
ら
何
で
も
対
象
で
す
。

例
：
ま
ち
な
み
、
住
宅
や
店
舗
・
事

務
所
等
の
建
物
、
大
谷
石
を
活
用
し
た

も
の
、
サ
イ
ン（
看
板
）、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
、
生
け
垣
や
塀
、
植
栽
、
公
園
、
道

路
、
季
節
の
景
観
、
既
存
の
建
物
を
魅

力
的
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
も
の
、
景
観
づ
く
り
活
動
。

【
応
募
方
法
】　

市
役
所
総
合
案
内（
市

役
所
１
階
）、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
出
張
所
、
図
書
館
な

ど
に
置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
の
中
の
応
募

は
が
き
に
必
要
事
項（
建
物
等
の
名
称
・

所
在
地
、
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
、
応
募
の
理
由
）を
ご
記
入
の

上
、
直
接
ま
た
は
郵
送(

切
手
不
要)

、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
３
２
０-

８
５
４
０
宇
都
宮
市
役
所
都
市
計
画
課

へ
。
複
数
の
応
募
可
。

【
応
募
期
間
】

６
月
１
日(

土)

～
８
月
31
日(

土)

当
日
消
印
有
効

【
表
彰
】  

選
考
の
結
果
、
特
に
優
れ
て
い

る
ま
ち
な
み
や
建
築
物
な
ど
を「
ま
ち
な

み
景
観
賞
大
賞
」と
し
て
、「
建
築
物
」「
サ

イ
ン
」「
植
栽
」な
ど
個
々
の
分
野
で
優

れ
て
い
る
も
の
を「
ま
ち
な
み
景
観
賞
」

と
し
て
、
ま
た｢

大
谷
石｣

｢

サ
イ
ン｣

｢

花
み
ど
り｣

｢

歴
史
文
化｣

｢

景
観
づ
く

り
活
動｣

の
各
部
門
で
魅
力
的
な
景
観
の

形
成
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
を「
部
門

賞
」と
し
て
、
所
有
者
、
設
計
者
、
施
工

者
を
市
長
か
ら
表
彰
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】  

応
募
者
全
員
に
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す（
1
人
1
セ
ッ
ト
）。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、「
高

年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
法

律
」に
基
づ
き
、
宇
都
宮
市
内
に
住
ん

で
い
る
60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
組
織
す

る
公
益
社
団
法
人
で
す
。
地
域
に
密
着

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
、一
般
家
庭
・

企
業
・
公
共
団
体
な
ど
か
ら
請
け
負
い
、

会
員
登
録
し
た
高
齢
者
が
働
く
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
24
年
度
は
１

万
１
２
５
件
の
仕
事
を
受
託
し
ま
し
た
。

貴
企
業
で
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
仕
事
を
依
頼
し
た
場
合
の
特
徴
】

◎
セ
ン
タ
ー
は
、
収
益
を
目
的
と
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
発
注
経
費
は

比
較
的
安
価
で
す
。

◎
仕
事
は
、
セ
ン
タ
ー
が
責
任
を
も
っ

て
完
成
さ
せ
ま
す
。

◎
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
を
基
本

と
し
ま
す
が
、
長
期
・
継
続
的
な

仕
事
は
、
会
員
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
対
応
し
ま
す
。

◎
発
注
者
と
セ
ン
タ
ー
と
会
員
の
間

に
は
雇
用
関
係
が
発
生
し
な
い
た

め
、
仕
事
上
の
事
故
は
、
セ
ン
タ
ー

加
入
の
保
険
で
対
応
し
ま
す
。
た

だ
し
、
危
険
・
有
害
と
思
わ
れ
る

仕
事
は
お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

◎
請
負
代
金
は
セ
ン
タ
ー
が
お
客
様

に
請
求
し
、
セ
ン
タ
ー
が
会
員
に

報
酬
と
し
て
支
払
い
ま
す
。

【
企
業
で
の
活
用
事
例
】

◎
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
補
助

◎
カ
ー
ト
整
理
や
農
作
業
な
ど
の
軽

作
業

◎
商
品
整
理
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

の
発
送

◎
賞
状
や
宛
名
等
の
筆
耕
業
務

◎
事
務
所
や
店
舗
の
清
掃
、
そ
の
他

雑
役
作
業

◎
受
付
事
務
、
倉
庫
管
理　

な
ど

【
家
庭
で
の
活
用
事
例
】

◎
襖
・
障
子
・
網
戸
の
張
り
替
え

◎
草
む
し
り
や
植
木
の
剪
定

◎
家
事
代
行（
清
掃
・
洗
濯
・
買
い
物
等
）

　

な
ど

※
料
金
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問合せ

宇
都
宮
市
都
市
計
画
課

都
市
景
観
グ
ル
ー
プ

☎
6
3
2-

2
5
5
8

5
6
3
2-

5
4
2
1

E-M
A

IL:  u1
2

0
1

@
city.

utsunom
iya.tochigi.jp

問合せ
（
公
社
）宇
都
宮
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

☎
6
3
3-

5
3
0
0

http://w
w

w
.sjc.ne.jp/

utsunom
iya/

植木剪定の風景

【
ま
ち
な
み
景
観
賞 

大
賞
】 

二
荒
山
神
社
と
大
鳥
居




